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【背景】 
 最近、我々は一酸化炭素(CO)と酸素(O2)の混合ガスを用いた高圧乾燥保存法という臓器保
存方法を新たに開発した。一般的に臓器の保存は、摘出前あるいは摘出後に流入血管から低
温(0-4℃) の保存液を用いて血液成分を washoutした後、 低温の保存液に浸漬する方法（単
純浸漬法）が用いられており、臨床における心臓の保存限界時間は約 4〜6時間とされている。
近年、メディカルガスとして臓器や細胞を保護する効果があるガスが多数報告され、その応
用が期待されている。そのガスの一つである CO は、赤血球のヘモグロビンと結合し組織へ
の酸素運搬を妨げる毒性ガスとして有名であるが、その一方、ミトコンドリアに作用して代
謝を抑制し、抗炎症や抗アポトーシスの効果を持つことが明らかとなっている。 
【方法】 
 深麻酔下にてラットの心臓を摘出し、以下の４つの条件で保存した。A群: COと O2の混合
ガスを用いた高圧乾燥保存法による保存。B 群: 高圧乾燥保存法にて CO と O2の割合を入れ
替えた保存。C群: 高圧乾燥保存法にて COの代わりにヘリウム(He)を置換させた保存。A, B, 
C群は 48時間保存した。D群: 現在臨床で使用されている University of Wisconsin (UW) 液
による浸漬保存により 4 時間保存した。各群でラット心臓を保存した後、頸部異所性心移植
を実施し血流を再開させ、目視・触知による拍動の継続を６週間確認した。また心電図を用
いた保存後の移植心臓の電位も確認した。 
【結果】 
 48時間の保存において、B群および C群のラット心臓は、蘇生はするものの、その後の継
続した拍動は確認することはできなかった。一方、A群で保存したラット心臓だけは蘇生し、
頸部異所性心移植による６週間以降の生着も確認できた。 
【結論】 
 摘出したラットの心臓を 7000hPa(A群：PCO=4000hPa+PO2=3000hPa)の条件で 48時間
保存後、蘇生・生着させることに成功した。さらに、この方法は COと O2の割合が臓器を保
存する上で重要であることが分かった。 
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